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圧倒的勝利（ローマ8:31-39）
社長さんであれば、お金がいっぱいあるので悩みなどは無いのだろうなと思っていましたが、そうではありません。ある中小企業の社長さんは、お金に何も困っていないのにどんな悩みがあるのか、毎晩酔いつぶれて、一日も欠かさず顔をゆがめながらお酒を飲んでいる方でした。人が悪いわけではありません。ある子は、学校でいじめられることによって閉じこもってしまったり、また、自殺を図ったり、実際に死んでしまった子もいます。中には、一生懸命、仕事をして家族を養い、年になるとリストラや引退することによって、今まで前後知らずに一生懸命走ってきたのですが、その時に感じることのなかった人生の虚しさが襲ってきて、その後、今までの人とは全く別人のようになる方もいらっしゃいます。皆さんの周りにも、そのような方がいらっしゃるのではないでしょうか。他にも表に現さなくても、人それぞれ不安を抱え、様々な悩み事を抱えて生きています。世の中では、そのようなことを見ながらいろいろなコメントしています。しかし、クリスチャンの私たちの見方は、それとは違うようにならないといけません。よい、悪いわけではありません。そのような評価は、クリスチャンとして望ましい評価ではありません。私たちの目には、私たちの耳には、そのような方々が自分で意識しているかは別にして、「神様、助けてください」という叫び声として聞こえないといけません。そうではないでしょうか。ものすごく人に迷惑をかける。しかし、どんなに注意しても中々、直らないという人もいるでしょう。それで皆に嫌われるかもしれません。しかし、私たちの目には、「神様。もう耐えられません。助けてください」という叫びとして聞こえてこないといけないのではないでしょうか。そして、その助けを求めることに、叫び声にしっかりと答えて彼らを助けることができるのは、皆さんしかいません。クリスチャン以外にはないわけです。最近、日本の政治が頑張っていて、良い方向なのか、悪い方向なのか、いろいろな議論があります。経済的にもどんどん右肩上がりになるとニュースでは言っています。だからといって、その政治と経済が「神様。助けてください」という叫び声に正しく答えられると思いますか。クリスチャンの皆さんしかいらっしゃいません。実は、今皆さんがどんな条件に置かれ、どういう立場なのか、いろいろあるでしょうが、そのような叫び声に正しく対応するために、応答するために、それぞれの今の現場に使われているということを、決して忘れないでいただきたいと思います。
そういう意味で、今日神様から今の時代を生きるクリスチャンの私たちに対する御声をぜひ聞いていただきたいと願います。また、肝に銘じるようになっていただきたいと思います。自分が頑張っても自然災害によって、また、政治による戦争などに巻き込まれて犠牲になり、悲しみを味わっている人も少なくありません。すべてが「助けてください」という切実な叫び声であることを覚えて、神様が今私たちに語っていらっしゃいます。そういう意味で、誰であれ、どんな状況、どんな立場、どんな肩書きを持っているかは関係なく、クリスチャン、信者であれば、その信者はそのような人々を助けないといけないし、十分助ける存在です。言葉を変えますと、信者は伝道しなきゃいけないし、十分に伝道できる存在です。そのために今生かされているのです。それが実は地球のテーマであり、皆さんの人生のテーマであり、歴史のテーマでもあります。テーマが合わないと、テーマからずれると、その照準が合わないとすべてがぼけてしまいます。もしかしたら、光り輝く人生として召されているのに、クリスチャンの私たちの人生がぼやかされ、ぼけている人生ではないでしょうか。いつまでぼけているのでしょうか。漫才の3分間でならいいけれども、ずっとぼけているということはごめんです。信者は、唯一の答えである福音を伝えなければいけないし、十分に福音を伝えることができるようになっています。これは負担ではなく使命です。そして、この使命は私たちの感情や意欲によるものではなく天命です。神から与えられているものであり、だからこそ、この福音を伝える、神様助けてくださいと叫んでいる魂に、彼らが助けられる、生かされる唯一の答え、福音を伝えることができるということは最高の価値であり、最高の生きがいであり祝福であるということを、まず覚えていてください。
伝道とは一体、何なのか、一言で全部ひっくるめて言えませんけれども、まず皆さんこれから教会に来て間もない方もいらっしゃるし、何十年通っている方もいらっしゃいます。また、按手を受けて長老になった方もいらっしゃるし、一般信徒の方もいらっしゃいます。年の差もそれぞれあります。それにもかかわらず、神様から機会が許されたときに、皆さんの口でしっかりと福音を伝えるようにならないといけません。本当に可能でしょうか。私は十分それができるのですが機会が中々ないからという方は幸いです。でも、私が見ている限りは、99.9％は何をどのように伝えればよいのかが分かっていません。これはなんと言えばよいでしょうか。基本中の基本にならないといけません。困っている人、助けを求める人、叫んでいる人に対して、百歩譲ってお話ができる機会が許されたときだけは、お話ができるようにならないといけません。何を話せばよいでしょうか。伝道は難しいことではありません。なぜイエス様を信じなければいけないのか、その理由を説明してあげることです。なぜでしょうか。覚えていてください。
人間は元々、すべての被造物の中で唯一、神様と一緒にいて、神の祝福の中に生きる、神様を信じることができる者です。神様と一緒にいるときに人間は問題もないし幸せであるし、すべての被造物を神様の代わりに支配することができるすばらしい特別な存在です。魚が水の中を泳いで生きているように、また気が土の中に根を下ろして命が与えられ生きていけるように、人間というものは唯一、魂のある霊的な存在です。ですから、神様と一緒にというのが基本中の基本であり、そこに幸せがあり、そこに力があります。そこにまことに安らぎ、平安というものがあります。しかし、人は罪によってこの神様から離れ、神を失うことになりました。神と一緒にいるべき人間が、神から離れた結果、どうなってしまったのか。その時から幸せはすべて奪い取られ壊れて、人間は逃げられない、抜け出すことができない、不幸のどん底に引き落とされるようになりました。だから、神様を離れたからこそ、神さまではないものを神だと拝む偶像崇拝をせざるをえないし、霊的な状態がそうなってしまって占いに走ったり、宗教に頼ったりならざるをえません。神が一緒にいるべきところに、神様から離れぽっかりと穴が開いてしまったので、他の何かで埋めようとします。しかし、それは全て目に見えない悪霊によってだまされることになるので、それは神から離れた霊的な状態です。そこから、結局は心と思い、考え、その者がいつも不安を基準にして、憎しみや恨み、妬み、疑い、焦りなどに走るしかありません。そして、それが目に見える症状として現れるのが、よく眠れない不眠症にかかったり、精神的におかしくなったり、ノイローゼにかかったり、そして、それを紛らわすために依存症に走ったり、犯罪を犯したりせざるをえません。なぜでしょうか。神様と一緒にいるべき人間が、木が土から放り出されたように、根っこから命が断たれてしまったのでそうならざるをえません。中毒になる人は、何かによって中毒になるのではなくて、生まれたときからそのような要素を抱えていて、あるきっかけが許されることによって、その依存症に走るようになるのです。精神的におかしくなる人も、何かがあってそうなるのではなくて、神から離れてしまったまま、生まれたときから霊的な状態がそうならざるをえない状態なのです。それが隠されているのですが、何かのきっかけによってそのような症状を発生するようになるだけのことです。だから、治りません。根本的に治療不可能です。神様から離れてしまうと、そうならざるをえません。訳も分からないまま皆、苦しんでいます。そして、家庭、個人のバランスが崩壊し、人間関係にひびが入って崩壊していく。国と国との間が敵対するようになり、自然と人間との間が敵対の関係になるしかない、もうすべてにひびが入って破壊されるようになるのです。神様から離れてしまった結果、一番、根本的なところが壊れてしまった結果、すべてのバランスが全部壊れるようになるのです。その内、年を取って、頑張ったにも関わらず、残るのは虚しさだけしかありません。最終的には死んで、死んだ後には裁かれて、残念ながら永遠の滅びのところに行くしかない、運命に捕らわれて生きるしかありません。ですから、実際、人々がいろいろな方法でこの問題を解決しようとして頑張っているのですが、実際には解決不可能なのです。神様に会わない限りは、神様と一緒にならない限りは不可能なのです。だから、皆さんと出会う人々が、今までいろいろな工夫をし、さまよいし続けたにもかかわらず答えが得られなかったので、皆さんと会せるようになるのです。実際に頑張ったにもかかわらず、結婚したにもかかわらず、子どもにすべての愛情を注いだにもかかわらず幸せになったのでしょうか。解決不可能です。これを解決して、人間は神様と出会って、神様と一緒でないといけません。それを邪魔する罪と悪魔のしわざを取り除かないといけません。これができるのは宇宙にありません。
それで神様が私たちを愛して、その問題を解決するために、また私たちが神様と出会って、神様と一緒になるためにキリストを約束して送ってくださいました。つまり、キリストだけが唯一の答えなのです。壊れて混乱して偽物にだまされて滅びるしかないその人生が助かる「神様、助けてください」という叫び声に対しての答えはキリストなのです。キリストは神様と出会う道、キリストはすべての罪をきよめられる、キリストは偽物の王、悪魔の頭を踏み砕いて勝利されたまことの王様、キリストなのです。そのキリストしか答えはないのですが、二千年前にそのキリストが世に来られました。そして、キリストだという証拠を見せつつ、決定的な証拠、約束通りに十字架にかけられて、人類の身代わりとして罰せられて、3日目に死の力、罪の力、悪魔の力、すべてを打ち破って復活なさいました。そのイエスがキリストです。だから、キリストしか答えはないのですが、イエス様がキリストなので、イエス様を信じるしかありません。人生が助かる「神様」という叫び声の答えは、キリストであるイエス、そのイエスが今も生きていらっしゃるので、そのイエス様をただただ信じるだけです。「受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権が与えられる」。イエス様を信じることです。何も要求しないで、何をどうしようか一切問わずに、これからこうしなければならないというのもありません。ただ一つ、「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死から命に移っている」。「だれでもイエスの御名を信じる者は救われます」。だから、イエス様を信じないといけないのです。このお話をしてあげることです。皆さん、頭の中で漠然としてわかっていたとしても、正しく具体的にこれが行けるかどうか練習してみてください。確かめて確認してみてください。非常に大切です。これが心から分かって、「そうだ。これしかない」という確認とともに、正しく言える人の前に神様は魂を備えられます。すべての時間と環境、歴史を動かされます。そのように受け入れた人に対して、イエス様を受け入れた一つのことによって、天地のすべての祝福があなたのものになって、どのように味わうべきなのかということをガイドする。それが聖書のみことばを通してできることです。そうすることによって結局は、その人も私と同じように、なぜイエス様を信じないといけないのか。周りに叫び声ばかりだ。彼らになぜイエスを信じないといけないのか。イエスはキリストなのだというお話をすることはできるように立ててあげるということによって、イエスはキリストですというみことばの運動が広がっていくようになるということが神様の願いであり契約です。その間に、人格、教養、道徳の話などあるでしょうが、それは全部、今申し上げましこれを軸にして解釈しないといけない内容だけです。ポイントはこれです。これによって滅びるしかない魂が助かるようになります。しかも中途半端ではなく、滅びから地獄から天国に、滅びから神の子どもに、悪魔の子から神を「アバ。父よ」と呼ぶ、全く新しい者につくり変えられるようになります。皆さんも一言で。どういうお話でしょうか。イエスはキリストです。聖書を最初から最後まで神様が言いたいことは一つしかありません。イエスはキリストです。そのことを365日、聖書のあちこちを見ながら、今の様々な問題を取りあげて、そのお話を語り続けることができるかどうかなのです。異様な話、おもしろい話、感動的な話ではなくて、イエスはキリストなのだと。創世記を見ながらもイエスはキリスト。
先週も地域礼拝の時に言いました。荒野でイスラエルの民が、飲み物に困ってつぶやいていました。それをもっていてもイエスはキリストだという話が出ないといけません。創世記1章を取りあげて、イエスはキリストなのだと。マタイの福音書も黙示録を見ながらも、イエスはキリストですと。神様はイエスはキリストだという話が全世界のあちこちで語られることを望んで、そのためにすべてを動かしていらっしゃいます。信者を通してなさります。そのために皆さんの職場、学校、地域に今、皆さんが派遣されているということをぜひ覚えていてください。皆さんが主人公であり、皆さんを中心にすべてが動くようになっているということをぜひ覚えてください。皆さん、本当に叫び声をあげて助けを求める人々を助けることができるのでしょうか。果たして、皆さんを通して魂が助かり、みことばの運動が行われ、その現場が変わるということは本当に可能なのでしょうか。それを今日、最後に確認してお祈りしたいと思います。皆さんは、十分にこの働きができる方です。なぜなのかというと、信者は神様に愛されている人であり、今もその変わらない愛の中にいるからです。今日、お読みしました聖書の箇所は、それをつづっている箇所です。聖書66巻が全てそうですが、特にローマの手紙8章を見ると、その前の7章においてパウロが自分の弱さ、自分の醜いところなどで悩みつつ、告白している内容です。それにもかかわらず、問題はない。そういうことに振り回されないで、あなたは十分、伝道の道を走ることができる者だ。この死の体からだれが私を助けることができるのかとぶちまけるほどの問題を抱えていたにも関わらず、あなたは神様に愛されている者だ。今もその愛の中にいるのだから心配しないで、あなたは十分できる。パウロだからではありません。パウロは皆さんが抱えている悩みより10倍以上、深刻な悩み、醜さを抱えていた人間です。それにも関わらず。覚えていてください。神様に愛されて、今もその愛の中にいます。その証拠は何でしょうか。
多くの方は祈って病気が治って子どもの成績が上がって旦那さんが昇進したりすると、やっぱり神様に愛されているのだなと思います。伝道の実が結ばれて、逆にそうでない場合は「本当に愛していらっしゃるのだろうか。本当に愛されているのか」と疑ったりします。それはすべて紛らわしいことです。皆さんが神様に愛されて、今も愛の中にいる証拠は一つしかありません。その証拠は、皆さ愛の中にいる明らかな譲ることのできない証拠、それはイエス様を信じているということです。ここで「まだイエス様のことを中々、信じられません」という方以外は、どんな弱さを抱えて、どんな失敗をしたのか、あるいは病気を抱えているのか、健康なのか、身分が高いのか低いのか、性格がよいか悪いか、生涯を抱えているかどうか、ときに薬を飲んでいるかそうでないか、一切関係なく、一つだけに照準を合わせてください。僕はイエスをキリストと信じているのか。そうならば、皆さんは今まで申し上げましたすべてを取り上げて、それにもかかわらず神様に愛されている方であり、今もその愛の中にいます。ですから、神様に愛されているというのは、感情的なロマンチックなストーリーではありません。神に愛されているとはどういうことなのでしょうか。それはキリスト、イエスが、罪人で滅びるしかない私たちを助けるために代わりに身代わりとして十字架で犠牲のいけにえになったということです。その十字架によって、皆さんが過去にどんな問題があれ、今これからもどんな弱さ、問題があろうが、一切関係なく、すべての問題が十字架とともに終わった、十字架の上で終らせたというのが神様の愛です。そのような愛を皆さんは、もう受けています。この死の体から。それが神様の愛を否定させるようなものにはなりません。イエス・キリストを信じていらっしゃるのでしょうか。そうならば、十字架において、これから起きる問題も今皆さんが頭の中で律法の基準、人間の基準で悩んでいるそのすべての問題も実は、十字架において終わってなくなりました。それが神様の愛です。覚えていてください。だから、十分できます。
そして、神様に愛されているというのは、イエス・キリストを信じることによって、聖霊を通して皆さんの内側にともに住まわれるようになりました。それはどんな話なのかというと、聖霊が内住するというのは、内側が変わったという意味ではありません。その人の今までの滅びる存在は死んで、新しく生まれ変わったということです。それが神の愛です。神様の愛は、すべての問題を十字架において終わらせて、全く新しい祝福の存在としてつくり変えた。皆さんの内側に入って、古い者は過ぎ去って、すべてが新しくなるようにされました。それが神様の愛です。そして、神様はどれほど愛していらっしゃるかというと、一瞬たりとも離れることが嫌なので、皆さんの中に入って一つになり、永遠に離れることなく一緒にいらっしゃるのです。それが神様の愛です。その愛を受けて、今もその愛の中にいるということですね。ローマ8:28にはこう書いてあります。神を愛する人々、言葉を変えると神様に愛されている者です。愛が何かというと、すべてのことを働かせて益となる。それが愛です。私たちは一つのことを見て、良い悪いだめ、ああだ、こうだと思いますが、愛はそうではありません。全部をひっくるめて、ひとつひとつに意味があるのでしょうが、良い悪いも全部含めて良いものにしてくださるのです。それが神様の力であり、神様の愛です。皆さんはそのような存在です。だから、十分、伝道できるし、伝道しなければいけません。そちらの方にポイントをしっかりと絞らないといけません。それがぼやけていてはいけません。何がどうであろうが、負担ではありません。十分です。これもあれも結局は益となります。聖書に書いてあります。
それから、このようにも書いてあります。神様に愛されているというのは、信じた途端に義と認められただけではなく、その瞬間、栄光に富んだものとなった。まるですべてが終わって天国にいるかのように。しかし、天国に行くというのはもちろんですが、イエス様は天の御座に座っているのですが、そこに一緒に座っているかのように。愛されているというのは、栄光に富んでいる者にしたのです。イエス様を信じた瞬間にです。それを分かりやすい言葉で言うと、イエス・キリストと似たものにしたということです。それが神様の愛です。だから、皆さんが地上にいる間には、イエスの光が放たれて、イエス様にしかできないことができる存在に変えられています。なぜでしょうか。それが神様の愛です。その愛の中にいます。決定的なのは、この愛が絶対に切り離されることなく奪われることはない。愛です。先ほど、聖書を読んだところにあった結論としてそれが書いてありました。そのような愛です。今、なぜこのような話をしているのかというと、皆さんの今の状態、過去、今の身分、地位、人格的なレベル、教養などと一切関係なく、神に愛されている者、神の愛の中にいる方なので、これからもずっと愛の中を生きる方なので、十分、人を生かして叫び声の助けを求める人々を助けることができる方です。無理やりやりなさいと重荷を負わせることではありません。最後にもう一つ、確認しましょうか。
なぜ皆さんは十分できるのでしょうか。ついつい「私はこれがこうで」と、まるでパウロが7章において、「この死の体から誰が私を助けるのか。私は罪人の中の頭なのです」と言っていたように。そこで終ってはいけません。それにもかかわらずキリスト。イエスの内にあるものは、2度と罪に定められることはありません。あなたは映画に富んでいる者なのだ。神に愛されて、神の愛の中にいる者なのだから。そんなことでフラフラしないように。十分、伝道できる者です。魂を助けることができ、暗やみの世の中を変えることができる存在なのです。疑わないように。それとともに、信者はどんな問題、患難があっても、十分、圧倒的に勝利できるし、そこからより良い祝福を見つけ出すことができる者なので十分できるのです。今日の8章の最後は、全部その話ばかりです。今この手紙はパウロが刑務所の中で書き送った手紙です。ものすごく劣悪な環境です。そこでパウロは、この神の愛をつづって十分できると語っています。皆さんは今刑務所ではないでしょう。患難、問題、どんな弱さがあっても、それに圧倒的に勝利できます。なぜでしょうか。神に愛されている者なのだから。聖書にはその証拠だらけです。ヘブル11章を見ると、旧約の歴史がずっとつづられていて、彼らは患難、迫害、何があっても負けずに勝利できました。ときには、のこぎりで体が半分に切られることがあっても、彼らは負けませんでした。海が襲いかかっても、風が吹いてきても負けませんでした。圧倒的に勝利できるのです。それが信者です。そして、初代教会がその証拠でしょう。長くお話しする時間がありませんが、覚えていてください。そして、今手紙を書いているパウロの状況を見てください。パウロは自分で病気を抱えて、いつも鞭で打たれ刑務所に入れられたり、パウロを殺すためにおっかけが結成されるという状況が一生続いていましたが、パウロは負けません。圧倒的にすべてに勝利しました。なぜでしょうか。神さに愛され、その愛の中にいる者だからです。つまり、どんな問題、どんな患難があっても、神様の愛よりは小さいです。神の愛が大きいのです。だから、心配しないように。だから、問題が何もないから伝道がスムーズに行くということはありません。何もかもがスムーズに行くから信仰生活ができるという考え方は捨ててください。そうではありません。そういうことを期待もしないでください。死ぬ時まで終末の時代は患難が続きます。それにもかかわらずクリスチャン、信者は、神様に愛されて、愛の中にいるクリスチャンには問題になりません。圧倒的な勝利者となります。証拠をつかんでください。いつも覚えてください。神の愛が大きいのだと。だから、圧倒的な勝利者となる。これを肝に銘じてください。なぜこんな話をしたのでしょうか。だから、皆さんは現場で、まずは皆さんの身の回りに、「神様」と叫び声を聞いて、ほったらかしにしないで彼らを十分に助ける唯一の存在であることを覚えて、そこにポイントを合わせてください。今すぐ何をどうするかの話ではありませんが、人生の心のポイントをそこに合わせてください。そして、今日から何があっても迷わずに、皆さんの弱さがあっても、周りからの問題があっても迷わずに曲げずに現場の伝道に挑戦しましょう。その現場の伝道というのは、人を教会に連れてくるといった話ではありません。イエスがキリストなのだというみことばの運動が行われること、それに挑戦しましょう。まず気持、覚悟を持って、具体的にイエスがキリストですというみことばが伝えられて、みことばの運動が行われる伝道のために祈りを始めてください。そして、そのことのために聖霊充満が必ず訪れてきますので、その聖霊充満を求める祈り、これをあきらめずに祈り続けるようにしましょう。皆さんはクリスチャンだからです。神様に愛されて、今もその愛の中にいらっしゃる方ですから。問題、患難さえも圧倒的に勝利できるすばらしいキリストのかたちであり、王である祭司である皆さんですから。小さなレムナントも年寄りの方でも女性でも男性でも貧乏でも金持ちでも一切関係ありません。イエス・キリストを信じる者は尊い祝福の存在です。それを具体的に神様は見せてくださるでしょう。現場において、伝道を通して。伝道に対する誤解や負担などは全部捨てて、迷わずに今日から挑戦しましょう。大きなエリコ城のような壁に見えるのでしょうか。挑戦しましょう。私によって、そのエリコ城は崩れます。祈ってください。とにかく、伝道のためにみことばの運動が、イエスがキリストだという福音が伝えられることに、心の恨を持ってあきらめずに祈り続けていただきたいと願います。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。神様が罪人である私たちのためにイエス・キリストを送ってくださり、イエス・キリストを信じることによってまたイエス様のようにイエスがキリストだとお話ができ、暗やみの力は砕かれて、魂が助かるいのちの働きがなされる主人公になっていることを感謝いたします。自分の弱さも、周りの環境も、どんな被造物も、この伝道の祝福を邪魔することができるものは存在しないことを確認しました。私たちは圧倒的な勝利者であり、いつでもどんなときでも伝道のために祈り、伝道できるようになっていることを忘れずに祈ることができるように。また、その結果を具体的に見ることができるように、神様が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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